寄附採納願受納基準に関する要領
　寄附採納願受納基準に関する要領は下記のとおりとする。

１　建築基準法上の道路であること（県上益城地域振興局及び町都市計画課へ要確認）。
　※　道路後退部分（セットバック部分）については、基本的に寄附が可能であること。
ただし、建築基準法第４２条第２項（２項道路）の場合は、道路部分を町へ権利移転することによって、接道が分断されることとなるため、その後の建築確認等に影響を及ぼすことがあるので、特に注意が必要である。

　※　都市計画法の開発許可によって築造された道路は、原則として寄附が可能。
２　利用戸数が概ね５戸以上であることとする。
３　道路幅員が概ね４ｍ以上あることとする。
４　分筆登記が済んでいることとする。

（寄附部分について所有権移転登記見込みがある）。
· 寄附部分の分筆登記費用は、寄附採納願出者の負担とする。
５　舗装などが未整備でないこととする。
· 寄附採納後、緊急に整備する必要がある道路は寄附物件として認められない。
· 寄附が完了して道路用地が益城町名義になったとしても、すぐに道路整備ができるとは限らない。
６　係争中の物件でないこととする。
７．上記の要領に定めるもののほか、生活圏整備のため道路管理者が特に必要と認める
ものにあっては、この限りではない。
　　　附　則

　この要領は、平成２５年４月１日より施行する。
